
 

 

 

 

 

 

＊＊＊「主体的・対話的で深い学び」で授業改善⑬ ＊＊＊ 
～家庭科、技術・家庭科(家庭分野)の学習指導の充実～ 

＊「主体的・対話的で深い学び」の視点から、家庭科、技術・家庭科（家庭分野）の授業改善を考えます。 

 今回の学習指導要領の改訂では、家庭科、技術・家庭科（家庭分野）での資質・能力の基本的な考え方について、 

実践的・体験的な学習を通して  

【知識及び技能】 

○家族・家庭、衣食住、消費や環境等についての科学的な理解を図り、それらに係る技能を身に付けさせること  

【思考力、判断力、表現力等】 

○生活の中から問題を見いだして課題を設定し、それを解決する力を育成すること  

【学びに向かう力、人間性等】   

○よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする態度等を育成すること 

と示されてます。【解説（中）「改訂の趣旨及び要点」より】 

 

 これらの資質・能力を育成するためには、 

「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせ、知識を相互に関連付けてより深く理解するとともに、生活や社会 

の中から問題を見いだして解決策を構想し、実践を評価・改善して、新たな課題の解決に向かう過程を重視した

学習の充実を図ることが求められます。 

「生活の営みに係る見方・考え方」とは 

生活事象（家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る）を
協力・協働、健康・快適・安全、生活文化
の継承・創造、持続可能な社会の構築等の
視点で捉え、よりよい生活を営むために工
夫すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指導計画の作成に当たり、児童生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業改善が求められてます。

その際、○「知識及び技能」が習得されること  

    ○「思考力、判断力、表現力等」を育成すること 

    ○「学びに向かう力、人間性等」を涵養すること 

が偏りなく実現されるよう、題材など内容や時間のまとまりを見通しながら、授業改善を行うことが重要です。 

生活の課題発見 解決方法の検討と計画 
課題解決に向けた 

実践活動 
実践活動の評価・改善 
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「R」は「reform（改革）」の頭文字です 
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  そのための学習過程例（参考）  解説 P15（小）、P65（中）参照 
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児童生徒や学校の実態に応じ、
多様な学習活動を組み合わせ
て授業を組み立てていくこと
が重要。 

埼玉県マスコット 

    「コバトン」 



Ｑ 技術・家庭科（家庭科分野）における               とはどのようなもの？ 「主体的・対話的で深い学び」 

Ｑ                の視点からの授業改善例は？ 
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引用・参考  
「中学校学習指導要領」 
「小学校学習指導要領解説 家庭科編」 
「中学校学習指導要領解説 技術・家庭科編」 文部科学省 
「埼玉県中学校教育課程編成要領」 埼玉県教育委員会 
       
 

 

【対話的な学び】 

・他者と対話したり協働したりする中で、自ら 

 の考えを明確にしたり、広げ深めたりする。 

【主体的な学び】 

・生活や社会の中から問題を見いだし課題を設定する。  

・見通しをもって解決に取り組む。 

・学習の過程を振り返り、実践を評価・改善する。 

・新たな課題に主体的に取り組む態度を育む。 

【深い学び】 

・一連の学習活動の中で、生活の営みに係る見方・考え方を 

 働かせながら課題の解決に向けて自分の考えを構想したり、 

 表現したりして、資質・能力を獲得する。 

「主体的・対話的で深い学び」 

「学びのＲ」 
はこちらから 
も御覧いただ 
けます！ 

H30 南部地区中学校授業研究会より 

見方・考え方 

を働かせてね 

 

生活の中から問題を見いだす
ために、２種類のお菓子を 
比較している。 
（生徒の生活経験を生かした活動）  

〈生活の課題発見〉 
導入を基に、必要感
のある課題を設定
する。本時のゴール
イメージを教師と
生徒が共有できる
ようにする。 

〈解決方法の検討と計画〉 
食品販売者としてプレゼンテーションを
行い、それに対しての質問を受け答えす
る活動を通して、適切な食品の選択につ
いて考えを深めるよう促している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食品添加物のメリット・ 
デメリットについて考える
ことで、生活の営みに係る
見方（本時の場合は特に、
健康・快適・安全）・考え方
を働かせて、加工食品につ
いて考えている。 

                             

解決策を今後の
自己の生活と 
結び付けさせ、
生活の営みに 
係る見方（本時
の場合は特に、
健康・快適・ 
安全）・考え方を
働かせるように
促す。 


